













広 尾 克 子＊
1．はじめに
2015年 3月 14日北陸新幹線が開通し、東京駅から金沢駅までの所要時間が 2時間半に短縮され
た。それまでは 4時間余りを要していたが、新幹線開業で約 2時間短くなったのである。その結
果、開業 1年目は前年の約 3倍の 925万人、2年目はやや落ち着いたがそれでも 2.7倍の 829万人
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ール他は 2003年に刊行した“Food Tourism Around the World”でフードツーリズムを、「食糧の第
一次、第二次生産者を訪れたり、特定の食生産地域で食を味わい経験できるようなフードフェステ
ィバルやレストランを訪れることが、主要な動機となる旅行」と定義している（Hall et al. 2003 :
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3.2．カニツーリズムを仕掛ける


















































































































での 1府 5県であり、そのなかに北陸の福井県と石川県が含まれる。参考までに、1985年以降 30
年間のこの 1府 5県のズワイガニ漁獲量の推移を下記グラフで示しておく。なお 1972年まで、こ
図 3 1府 5県のズワイガニ漁獲量の推移 1985～2015年（単位：トン）
農林水産省：大海区都道府県振興局別統計より筆者作成
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の 1府 5県計の漁獲量は 10,000トンを超えていたが、その後減少を続け 1990年前後は 2,000トン
を割り込んだ。自治体と漁業者が共同でさまざまな施策を導入した結果、5,000トン近くまで回復
するが、最近再び減少に転じている。2015年の 1府 5県計は 3,085トン（内訳：島根県 130トン、








の伸びは 14.4％（116,400人増）であった。そのうち関東（東京圏の 1都 3県に茨城県、群馬県、
栃木県を加えた 1都 6県）からの宿泊客は 44,000人増加した。前年の関東からの宿泊客は 68,000
人であり、65％も増えたのである。この増加は新幹線開通による効果と考えても間違いないであ
ろう。













































図 4 賑わう近江町市場（2016年 11月筆者撮影）


























































図 5 市場に並ぶカニ：手前が「香箱ガニ」、奥が「加能ガニ」（2016年 11月 筆者撮影）
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